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11.2 荒浜側の古安田層中の砂層に関する補足 
新期砂層・沖積層は，敷地のほぼ全域にわたって下位層を覆って分布している。下位層

上限面に刻まれた谷を埋めるように堆積したため，場所により層厚が大きく変化してい

る。本層は，主に未固結の淘汰の良い細粒～中粒砂からなる。現在の海浜，砂丘を形成し

ており，下位層を不整合に覆う。新期砂層・沖積層は，荒浜側防潮堤付近で確認されてお

り，比較的淘汰が良く，固結の程度が低い。第 11-11-1 表に敷地の地質層序表を，第 11-
11-9 図に敷地の地質図を，第 11-11-10 図に新期砂層・沖積層の露頭状況を示す。 

1 号海水機器建屋南側法面では，古安田層中に砂質土が確認されている。この砂質土に

は最上部に腐植質シルトを狭在する個所があり，上位の新期砂層・沖積層と不整合で境し

ている。ここでは新期砂層・沖積層と古安田層の不整合が，T.M.S.L.-2ｍ付近に確認され

ている。古安田層中の砂層には，葉理が認められ，新期砂層・沖積層に比べシルト質で固

結の程度が高い。第 11-11-11 図に古安田層中の砂層の露頭状況を示す。 
以上より，荒浜側にみられる新期砂層・沖積層を古安田層中の砂層の層位関係を直接確

認しており，これらの対比は可能である。 
 
一方，新期砂層・沖積層及び古安田層中の砂層の N 値の差異について検討を実施した。

検討に当たっては，Ｎ値に影響のある物性として，細粒分含有率（Ｆｃ），相対密度（Ｄｒ）

及び初期せん断弾性係数（Ｇ0）を抽出し，Ｎ値への影響について比較した。 

亀井ほか（2002）では，東京低地における沖積砂質土を対象に，細粒分とＮ値の関係を

整理しており，これによると，細粒分が減少するほどＮ値が大きくなる傾向が認められる。

第 11-11-12 図にＡ－３地点におけるＮ値と細粒分含有率の関係を示すが，Ａ-３地点にお

ける調査結果でも亀井ほか（2002）と同様の傾向が認められる。第 11-11-13 図に各層に

おける粒径加積曲線の結果を示す。新期砂層・沖積層には細粒分がほとんど含まれておら

ず，細粒分含有率は洪積砂層より小さいことから，粒度組成の違いがＮ値に影響している

と考えられる。 
第 11-11-14 図にＮ値と相対密度の関係を示す。吉見（1994）では，相対密度とＮ値の

関係を整理しており，相対密度が増加するほどＮ値が大きくなる傾向が認められる。新期

砂層・沖積層の相対密度は洪積砂層と比較してやや大きい傾向にあり，相対密度の違いが

Ｎ値の違いに影響している可能性があると考えられる。 
第 11-11-15 図にＮ値と初期せん断弾性係数の関係を示す。新期砂層・沖積層の初期せ

ん断弾性係数は洪積砂層と比較してやや大きい傾向にあり，初期せん断弾性係数の違い

がＮ値の違いに影響している可能性があると考えられる。 
第 11-11-2 表に各物性のＮ値への影響について，整理して示す。Ｎ値に影響のある物性

として，細粒分含有率，相対密度，初期せん断弾性係数を抽出し，検討した結果，新期砂

層・沖積層と洪積砂層の各物性の関係は，Ｎ値の関係と整合しており，特に細粒分含有率

の違いがＮ値の違いに影響していると考えられる。 
また，第 11-11-16 図に新期砂層・沖積層のコア写真の一例を示すが，新期砂層・沖積
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層のボーリングコアは形状を維持して採取できているため，現世の砂丘砂と比較して続

成作用が進んでいると考えられる。 
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第 11-11-1 表 敷地の地質層序表 
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第 11-11-9 図 敷地の地質図 
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第 11-11-10 図 新期砂層・沖積層の露頭状況 
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第 11-11-11 図 古安田層中の砂層の露頭状況 
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第 11-11-12 図 Ｎ値と細粒分含有率の関係（Ａ－３地点） 

 

 
第 11-11-13 図 各層における粒径加積曲線 
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第 11-11-14 図 Ｎ値と相対密度の関係 

 

 

 

第 11-11-15 図 Ｎ値と初期せん断弾性係数の関係  
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第 11-11-2 表 各物性のＮ値への影響 

 

 

 

 

 

 

第 11-11-16 図 新期砂層・沖積層のコア写真（F5-16 孔） 
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11.3 液状化に関連する基本物性に関する補足 
液状化に関連する基本物性に関して，第 11-11-17 図にＮ値（標準貫入試験）について，

第 11-11-18 図に細粒分含有率（Fc）について，第 11-11-19 図に乾燥密度及び間隙比につ

いて，第 11-11-20 図に相対密度（Dr）について，第 11-11-21 図に粒径加積曲線について

示す。 
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第 11-11-17 図 Ｎ値（標準貫入試験）について 
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第 11-11-18 図 細粒分含有率（Fc）について 
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第 11-11-19 図 乾燥密度及び間隙比について 
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第 11-11-20 図 相対密度（Dr）について 
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第 11-11-21 図 粒径加積曲線について 
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11.4 液状化関連の文献整理 
液状化に関連した文献を整理して，第 11-11-22 図に中空円筒供試体による繰返しねじ

りせん断試験方法について，第 11-11-23 図にサイクリックモビリティについて，第 11-
11-24 図に有効応力解析について示す。 
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(a)  安田（1991） 

第 11-11-22 図 中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験方法について 
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(b) 安田（1991） 

第 11-11-22 図 中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験方法について 
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(b) 地盤工学会（2009） 

第 11-11-22 図 中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験方法について 
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(d) 地盤工学会（2009） 

第 11-11-22 図 中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験方法について 
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(e) 澤田ほか（2003） 

第 11-11-22 図 中空円筒供試体による繰返しねじりせん断試験方法について 
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(a) 地盤工学会（2006） 

第 11-11-23 図 サイクリックモビリティについて 
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(b) 龍岡（1980） 

第 11-11-23 図 サイクリックモビリティについて 
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(c) 井合（2008） 

第 11-11-23 図 サイクリックモビリティについて 
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(d) 吉見（1991） 

第 11-11-23 図 サイクリックモビリティについて 
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(e) 安田（1991） 

第 11-11-23 図 サイクリックモビリティについて 
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(f) 国生ほか（1983） 

第 11-11-23 図 サイクリックモビリティについて 
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(g) 国生ほか（1983） 

第 11-11-23 図 サイクリックモビリティについて 
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(a) 日本港湾協会（2007） 

第 11-11-24 図 有効応力解析について 
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(b) 日本港湾協会（2007） 

第 11-11-24 図 有効応力解析について 
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(c) 鉄道総合技術研究所（2012） 

第 11-11-24 図 有効応力解析について 



 

4 条-別紙 11-214 
 

 
(d)Iai et.al(1992) 

第 11-11-24 図 有効応力解析について 
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(e)Iai et.al(1992) 

第 11-11-24 図 有効応力解析について 
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